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CPD･CPE･NCPD･NCPE･>lJIZ.

CPD一耐熱温度60℃以下､ CPE一耐熱温度1 00℃以下｡安全電流7A｡
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上記記載寸法の単位はmmo　　先端形状の詳細寸法は先端形状別一覧表(P262-)をご覧ください｡

皿口〃　血口州　冊H∬

コンタクトプローブ種類 �5�7h8ｨ984�9|ﾘｴﾉ9��移動距離(mm) �5�7h8ｨ984�.��B��ﾒ��初接触圧(g) �"�8�8����全圧縮(g) 

CPD40 CPE40 �5�2�7.8(6.4) �#b�150(185) �#コ�#迭��355 
SPL 湯縒モ�2��10.3 鉄�ツR��115(122) ��S��

SPL1 ����2モ纈��17.6 ������#R��220(230) �#���

SPH 澱綯コ�"��40 �3#��3sR��500(514) 鉄コ�

SPH1 澱ィ綯��121 �#S�イ#���735(791) 涛���

注意:先端形状Jタイプのみ上記表の()内の値となりますo 

使用方法 �4ｸﾘx4�5�7h5��ｸ5ﾈ5�6(6r�5H485鋳��6I�ﾈ,ﾉ�ｩ��_ｹd��適合ターミナル 伜�ﾖﾈ�9�ﾈﾈｨﾆ�ﾜX抦靖WHｭHｧR�

コンタクトプローブのみ ��唸5��ｸ7�6�8ｵD�3UB�X5��ｸ7�6�8ｹWI6I�ﾂ���3R�2播c3�ﾃS���鋳�X7898,�+ﾉ�ｩKﾉ69WH*��TA35T(圧着) 磨 �2��蔦2�"�4.5 

コンタクトプローブ + ア97夕-ソケット 燃ｸﾇ%��"�AS-40(15) AS-S-40(15) 剴2經2ﾓ2經r�4.5 

AS-S40はAS-40よりも保持力の強い強圧型アダプターソケットですo詳細はP20-を参照くださいD 

ターミナル､ターミナル付電線､フレキシブル電線の詳細はP22-を参照くださいo 

注意l　精密な抵抗測定に使用する場合は･コンタクトプローブに電線を直接つなげてくださし10アダプターソケットに電線を接続した場合は測定値が変勤しやすくなはす｡

このページ記載のピンでは測定が困難な･より精密な測定を必要とする場合は同軸型コンタクトプEj-プもしくは2軸型コンタクトプローブをご検討ください(P239-

参照)a

注意2　参考圧人穴径はあくまでも､参考の数値です｡必ず試し穴をあけて寮適な工具径と穴径を決めてくださいo

注意3　使用条件によっては･アタフタ-ソケットよりピンが脱落する場合があります.この場合はネジ固定式コンタクトプロ-フCPEM40(P1 62参照)をご検討ください｡
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CPD405 ･ CPE40S
CPD一耐熱温度60℃以下. CPE-耐熱温度1 00℃以下｡安全電流7A｡
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∴
上記記載寸法の単位はmmo　　先端形状の詳細寸法は先端形状別一覧表(P262-)をご覧くださいD

コンタクトプローブ種類 �5�7h8ｨ984�9|ﾘｴﾈﾘb�移動距離(mm) �5�7h8ｨ984�.��B��&竰�初接触圧(g) �"�8�8����全圧縮(g) 

CPD40S CPE40S �5�2�7.8 �#b�150 �#コ�355 
SPL 湯縒�10.3 鉄��115 ��S��

SPL1 ����2�17.6 �����220 �#���

SPH 澱綯�40 �3#��500 鉄コ�

SPH1 澱�121 �#S��735 涛���

使用方法 �4ｸﾘx4�5�7h5籀5ﾈ5�6(6r�5H485鋳��6I�ﾈ,ﾉ�ｩ��_ｹd��適合ターミナル 伜�ﾖﾈ�9�ﾈﾈｨﾆ��最小取付間隔 

コンタクトプローブ勿み ����ｸ5��ｸ7�6�8ｵD�3UB�X5��ｸ7�6�8ｹWI6I�ﾂ���3R�2播c3�ﾃS���鋳�X7898,�+ﾉ�ｩKﾉ69WH*��TA35T(圧着) 笑撃賢 �2��蔦2�"�4.5 

コンタクトプローブ + アダプターソケット 佗(�"�AS-40(15) AS-S-40く15) 剴2經2ﾓ2經r�4.5 

AS-S-40はAS-40よりも保持力の強い強圧型アダプターソケットですo詳細はP20-を参照ください. 

ターミナル.ターミナル付電線､フレキシブル電線の詳細はP22-を参照ください○ 

注意1精密な抵抗測定に使用する場合は･コンタクトプローブに電線を直接つなげてください｡アダプターソケットに電線を接続した場合は測定値が変勤しやすくなります｡

このペ~ジ記載のピンでは測定が困難な･より精密な測定を必要とする場合は同軸型コンタクトプローブもしくは2軸型コンタクトプローブをご検討ください(P239-

参照)｡

注意2　参考圧人穴径はあくまでも､参考の数値ですo必ず試し穴をあげて最適な=具径と穴径を決めてください｡

注意3　使用条件によっては･アダプターソケットよりピンが脱落する場合がありますoこの場合はネジ固定式コンタクトプローブCPEM40S (P163参照)をご検討くだ

さい｡

135

CPD･CPE･NCPD･NCPE･>lJIR.




